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　可撤性部分床義歯が口腔内において良好に機能するためには，支台歯に作用する支台装置の維持力が効果
的に発揮される必要性がある．
　この部分床義歯の維持力は，支台歯のアンダーカット量に依存することは周知の通りであるが，若年成人
め場合歯冠豊隆度の不足により十分な維持力が発揮されないことがある．
　この問題を解決する方法として，義歯の装着方向を規制することが挙げられる．すなわち装着方向の範囲
を狭く規制することにより，義歯は口腔内で安定することになる．
　本稿は若年成人の上顎前歯部欠損における部分床義歯の適応症例に対し，義歯の装着方向を規制すること
によりその維持力と把持力が求められる考えを示したい．
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1．緒言
　前歯部欠損の補綴処置については，欠損が1歯ま
たは2歯以内であれば多くは橋義歯で対応できる．
しかし，犬歯を含む3歯以上連続する欠損症例とな
ると、橋義歯の適応は困難になってくる．
　本症例は，外傷により犬歯を含む前歯，小臼歯の
連続する4歯が欠損した若年青年である．将来的に
はインプラント補綴処置を考慮に入れ，その適応時
期までの補綴処置として可撤性部分床義歯の適用を
考えた．しかし，歯冠の萌出はまだ十分でないこと
から、義歯の維持には困難な点が存在した．この問
題点について義歯の装着方向を厳しく規定すること
により満足できる結果が得られた．
　一般に部分床義歯の設計にあたっては，義歯の装
着方向を考えながらサベヤーの模型台に歯列模型を
固定し，装着方向に一致した測定桿によって支台歯
のアンダーカット量などを測定していく1）2）．義歯の
装着方向は，この測定に用いた方向以外にも義歯が
着脱可能な方向は幾多も存在している．しかし，測
定桿の方向に一致して着脱すれば，測定したアンダー
カット量により義歯の維持力は確実に発生する3）．
へ
原稿受付：2010年11月15日，受理　2010年11月30日
連絡先：〒950－2086　新潟市西区真砂3’16－10　明倫短期大学　飛田滋TELO25－232・6351（内線181）
飛田　滋：装着方向の規制が義歯の維持力を発揮させる 19
　このようにサベイングにより測られたアンダーカッ
トは，測定時の装着方向によρて生まれたものであ
り，装着方向が変化すればそのアンダーカットは有
効でなくなり，維持力は発揮できなくなるものである．
　さて，アンダーカット部が少ない本症例では，サベ
イングで測定されたアンダーカット量とアンダーカッ
ト存在箇所を確実に維持装置上に再現できれば，義
歯は臨床上有効な維持力を獲得できる可能性がある．
　そこでアンダーカットすべてを有効に義歯の維持
力として利用するために，義歯の着脱方向を限りなく
一方向に限定するような設計を心がけることとした．
　装着方向を厳しく規定する維持装置は，リジッド
サポートの考え方に基づく設計であれば必須のこと
として行われているが4），本症例のように支台歯の
形成が許されない場谷には，単純鉤を展開した維持
装置の適用を考えなくてはならない困難さがある．
そこでこの点に焦点を当てながら，部分床義歯の設
計について論を進めることにしたい．
皿．症例の概要
1．症例および主訴について
　患者は18歳男性で，全身的な健康状態は良好であ
る．スポーツ中の外傷によりU一旦生を脱臼し抜
歯に至った．顎堤の創傷治癒後に，機能的かつ審美
的に満足する補綴治療を行う必要性があった．
2．診断について
1）治療方針
　インプラント補綴処置を行うには，顎骨の骨量不
足が認められ，フィクスチャーの埋入には暫く経過
観察が必要であるとのことであった．その間の処置
として患者はブリッジ補綴を希望したが，口腔内の
状態と将来の処置を考えると適応でないことを説明
し了解を得て，残存歯の支台歯形成は行わず，可撤
性部分床義歯による補綴処置により歯列の形態と機
能の回復を行うこととした．
　歯周組織の状態は良好で，残存歯の動揺はなく，
ロ腔内環境は衛生的に管理されていた．しかし支台
歯に該当する歯は歯冠の萌出は十分ではなく，義歯
の維持には困難が伴うことが感じられた．
2）咬頭嵌合位の咬合状態
　前歯部は切端咬合を示しており，∠L劃の隣接歯間
部と直の近心辺縁隆線部は，レストと鉤腕が通るス
ペースを認めた．（図1）
　　　　　図1．咬頭嵌合位の咬合状態
前歯部は切端咬合を示し，∠L劃の隣接歯間部と巨の近
心辺縁隆線部はレストと鉤腕が徹スペースを認めた．
3）偏心位の咬合状態
　偏心位の咬合接触は，右側運動時に劃と7i－5］と
に存在し，左側運動時には直と「5τ「の間に存在
した．
皿．補綴装置の設計の考え方
1．サベイング
1）義歯装着方向の決定
　サベヤー（ネイ社製）を用い，上顎研究用模型を
模型台に取り付け，サベイラインの走行位置とアン
ダーカットの出現箇所を測定しつつ装着方向を検討
した．アンダーカット量の測定はアンダーカットア
ナライザ（松風社製）を用いた．
　その結果，支台歯として考えられる歯のアンダー
カット量は，頬側面においてどの方向を測定しても
最大でα20mmしかなかった．
　剤と止の頬側面のサベイラインは，歯肉縁から歯
冠方向へ約1．5～20mm付近を歯肉縁と相似形に描記
された（図2）．このアンダーカット領域で鉤尖が設
定される部位のアンダーカット量はα20mmであった．
　口蓋側面のサベイラインは歯肉縁から歯冠方向へ
約1Dmm付近を歯肉縁と相似形に描記された．この
アンダーカット量はα10mmとわずかであった．
　この測定結果は，通常の部分床義歯においては維
持力の不足が予想される症例である．
2）三要素（支持・把持・維持）の検証
①支持要素について
　三要素のうち対合歯の咬合力を支える機能である
支持要素が最も重要である．そこで本症例では，』
と』の近心辺縁隆線部にレストに加えて，．3」」の
基底結節部に基底結節レストを設定することとした．
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　本来レストは欠損側に最も近い箇所に設置するこ
とが望ましいが，本症例はユ」に切縁レストを設置す
ると審美性が失われるため基底結節レストを用いる
ことにした　これにより支台歯間線は3本形成され
ることになり，幾分かの義歯の支持安定が期待され
る．（図3）
②把持について
　欠損側隣接面，前歯部ロ蓋側基底結節レストの
鼓形空隙部，巨と』の頬側面・口蓋側面に求めた．
（図3）
③維持について
　．4」と直の頬側鉤腕に求めた．これは前項で述べ
たように十分なアンダーカット量が得られない部
位だが，装着方向を考えた場合』は鉤体部から
11mm離れた部位，』は鉤体部から12mm離れた部
位に鉤尖を設定して，それぞれ020mmのアンダー
カットを獲得することとした（図2）．
　　　ノ　　ピ　　　　　へ
図2　』旦の頬側面のサベイラインと鉤外形線サベイ
　　ラインが歯頚部寄りの低位を示している
図3　支持要素と把持要素と支台歯間線について
2．義歯装着方向の厳密化
　義歯の維持力は支台装置の維持部が支台歯のアン
ダーカット部に位置することで得られるが，このア
ンダーカットは義歯装着方向に対して存在している
ことはいうまでもない．
　したがって，本症例のように歯の萌出が未完全で
あり，義歯の装着方向に対し十分なアンダーカット
が求められない場合は，限られた少ないアンダーカッ
ト量で義歯の維持安定を求めるしかない　このよう
な症例において臨床上有効な維持力を発現させるた
めには，口腔内における義歯の装着可能な方向を，
可能な限りサベイング時の仮想装着方向である測定
桿の走行方向の一方向に限定していくことになる．
　頬口蓋側のアンダーカット部に設置される頬ロ蓋
側の鉤腕が維持力を発揮できる領域を，義歯装着方
向との関連をもって図示してみると図4のごとくに
なり，この範囲内に口腔内での義歯着脱方向を規制
しなくてはならないことが判る．
〔〕レスト付二腕鉤の維持力発揮領域
図4　上顎小臼歯部の頬ロ蓋側鉤腕の維持力発揮領域
　そこで本症例では，支持要素として設定した劃
の基底結節レスト（図5，6）に，図7のごとく装
着方向を規定する要素を持たせる設計を行い，この
義歯の着脱方向を厳しく制限することとした（図
8）．これによって，支台歯の維持装置のアンダー
カット量の小さな本症例においても，臨床的に十分
な維持効果をこの義歯に付与することが可能となっ
たと考える．
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、2」（円鍵）
図5．前歯部の支持要素と把持要素
　　　図6．実際の支台装置（咬合面観）
小連結子が基底結節レストを兼ねている．
ピ．
il、
〔：ヨ基底結節軸面が把持力を発揮する領域
鰹基底結節レスト部が把持力を発揮する領域
図7．基底結節レストの把持力発揮領域と装着方向の関係
ピ　㌔、，c
Oレスト付二腕鉤の維持力発揮領域
團隣接面・ロ蓋側鼓形空隙部の把持力発揮領域
醸幽圏基底結節レストの把持力発揮領域
　　図8．義歯の装着方向を厳しく規制した様相
　把持力の発揮領域が義歯の装着方向を規制している
様相が示される
IV．補綴装置の製作
1．作業模型の咬合器装着
　上顎はビニルシリコーン印象材（エグザファイ
ン・パテタイプ，レギュラータイプ：ジーシー社製）
の連合印象法で精密印象を行った．下顎はアルジ
ネート印象材（アルジエースZ：デンツプライ三金
社製）で印象採得を行った．作業模型の製作には支
台装置の適合性と石膏表面の摩耗防止を考慮して超
硬質石膏（ニューフジロック：ジーシー社製）を使
用した．対合模型には低膨張タイプの硬質石膏
（ニュープラストーンLE：ジーシー社製）を使用し
た．作業模型と対合模型は平均値咬合器（ギージー
シンプレックスOU－H：コマツ社製）にスプリット
キャスト法で装着した．
2．支台装置の製作
　鋳造鉤の製作は通報に従い，耐火模型にて行った．
副印象材はビニルシリコーン印象材（エグザファイ
ン・インジェクションタイプ：ジーシー社製）で，
耐火模型材はクリストバライト系（クリストバライ
トモデルインベストメント：ジーシー社製）を用いた．
　鋳造は遠心鋳造機（カー社製）により金銀パラジ
ウム合金（パラトップ12マルチ：デンツプライ三金
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社製）を鋳込んだ．
3．義歯の完成
　通報に従い人工歯排列，歯肉形成，埋没，重合を
経て義歯を研磨完成させた．
1．本製作法の重要点
1）正確なサベイング
　可撤性部分床義歯の装着方向を決定する場合，義
歯の支持力・把持力・維持力が臨床上支障のないよ
うに発揮される必要性がある．しかし，本症例は維
持装置の鉤尖部でアンダーカットがα20mmしかな
く，十分なアンダーカット量を見出せないことから
一般的な維持力が得られない状況であった．
　そこで次項で述べるように義歯の装着方向を規制
することで，少ないアンダーカット量でも義歯が維
持安定するようにサベイングを行つた．
面図であり，各歯の支持と把持の役割を示している．
ユ」の基底結節は支持，2」の基底結節は把持，凶の
基底結節は支持と把持を与えた．本症例は前処置と
してレストとガイドプレーンの形成は行わず，可及
隣i接面および口蓋鼓形空隙部に出現する把持効果を
期待する軸面と支台歯間線を示す．図5は前歯部の
基底結節レストの軸面と基底結節レスト先端の把持
力を発揮する領域を示す．
　こ　これらの把持力を発揮する部位は，把持効果と共
に義歯の着脱方向を規制する効果を持っている．そ
の様相は図6に図示してある．
　このように，着脱方向は種々の要素を重ね合わせ
（図8），その結果として義歯の安定を確保すること
ができ，同時に維持力も設計どおりに発揮できるこ
とになる．本症例においては，特に唇側方向に対し
ては厳しい着脱方向の既製が行われていることがわ
かる．
2）厳格な義歯装着方向の規制
　本症例は支台歯に該当する歯冠の萌出は不完全で
あり，サベイングの結果からサベイラインは歯肉縁
上方1．5～2Dmmを歯肉縁とほぼ相似形に走行した
（図2）．』と』に設計したレスト付二腕鉤の頬側
腕鉤尖部のアンダーカット量はα20mmとわずかで
あり，一般的な鉤腕形態では維持力が著しく低下す
ると予想された．
変化することで維持力を7043g～3775g変化させる
ことができると報告している1）．これからα2mmの
ときの維持力は，小臼歯で約100gとなりレスト付
二腕鉤で十分な維持力は期待できないものと予測さ
れた．
　このようにアンダーカット量が少なく維持力が見
出せない症例において，義歯全体の維持力を得るに
は，維持装置を後方歯に対し多数設置する方法と装
着方向を厳しく規定することで着脱方向を一方向に
規制する方法がある．
　本症例はアンダーカットが2箇所しか得られない
ため、約200gの総維持力で義歯が外れないように
装着方向を厳しく規制する方法を選択した．上顎小
臼歯の頬側腕と口蓋側腕の維持力がそれぞれ発揮さ
れる方向を図4で示す．双方の鉤腕が関与する範囲
は格子状に示す部分となり，装着方向を規制する観
点からは多方向である．図5は前歯部の唇舌的な断
3）正確なブロックアウト処理と慎重な金属研磨
　完成した部分床義歯を口腔内に試適する場合，鉤
歯と干渉せず把持効果を求めるには正確なブロック
アウトが不可欠である．過剰なブロックアウトは試
適時の干渉を回避し，口腔内の調整時間を短縮でき
るという見方があるが，部分床義歯本来の維持安
定と着脱方向の規制を得る観点からはデメリット
となる．
　金銀パラジウム合金による支台装置の内面研磨に
ついての報告は少ない．一般的に内面研磨処理は維
持力の低下とその手間が理由で敬遠される傾向があ
る．しかし，飛田らは内面研磨による維持力の変化
について，シリコンポイント（青：松風）による研
磨ではアズキャスト時より4％の減少であると報告
している2）．本症例は維持力の確保に僅かなアン
ダーカット量を利用しているが，維持力が4％減少
しても実際の維持力に影響がないと判断し、維持装
置の清掃性と鉤歯周辺の衛生面を考慮し内面研磨を
行った。
2．本症例の評価
1）機能的評価
　本症例の特徴は，歯冠豊隆度が低い支台歯に適応
する可撤性部分床義歯に対し，厳密な義歯装着方向
の規制により維持安定を図った点にある．支持要素
飛田　滋：装着方向の規制が義歯の維持力を発揮させる
と把持要素が確立すれば，若年者特有の萌出未完全
時期でも僅かなアンダーカット量で機能的に満足する
可撤性部分床義歯の製作が可能であることを示せた．
　（1）支持効果
　切端咬合のため下顎前歯と基底結節部連結子の干
渉を避けることができた．これは，より多くの支持
領域を設けることによって義歯の沈下を防止するこ
とができたと考えられる．
（2）把持効果
支台歯の欠損側隣i接面の軸面と口蓋側鼓形空隙の
軸面の緊密な接触により
の発揮が得られた．
，装着方向の規制と把持力
　（3）維持効果
　装着方向の規制により義歯の維持が機i能する範囲
は，一方向ではないことが図8により示されている．
　すなわち，本義歯は歯軸方向からロ蓋側方向には
着脱方向にはかなりの自由度がある．しかし，上顎
前歯部に装着される本義歯に加わる機能時の外力，
咬合力等を考えると，その殆どが口蓋側から唇側方
向に向かうものである．この方向の力には，本義歯
の着脱方向は十分に抵抗できている．
　事実，義歯を試適し発音と嚥下を繰り返し行った
が，義歯が容易に脱離することはなく，さらに装着
後には，顎口腔機i能の遂行が滑らかに行われている
との報告を患者さんから得ている．
2）審美的評価
　装置の試適時に坐に設定したレスト付き二腕
鉤は，「イ段」の発音時に視認された．
　しかし，患者の日常会話では支台装置の金属色は
気にならないとの感想を得ることができた，
3）総合評価
可撤性部分床義歯を製作する上で歯科技工の立場
、
勾
から重要な点は，正確なサベイングを行い厳密な義
歯装着方向を決定することである．的確なブロック
アウトや高精度な把持面の形成は，義歯の維持安定
に大きく影響を与えるものである．
　本症例はインプラント補綴治療において，フィク
スチャーの埋入に至るまでの期間，健全歯質を保存
し過度の侵襲を避ける点から見ても，支台歯のアン
ダーカット量の小さな症例においても．可撤性部分
床義歯の適用の可能性を示すことができた．
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